
干
拓
を
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す
る


御
用
学
者
の
罪
状
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九
州
の
有
明
海
を
死
滅
さ
せ
つ
つ
あ
る
諒
早
干
拓
事
業
は
、
庁
農
水
省
版
薬
害
エ
イ
ズ
事
件

と
言
え
る
。御
用
学
者
が
、
諌
早
湾
、
ひ
い
て
は
有
明
海
を
死
の
海
に
す
る
危
険
性
を

過
小
評
価
し
、
干
拓
推
進
の
お
墨
付
き
を
農
水
省
に
与
え
た
か
ら
だ
。

横
田
一

d

三
月
三
日
、
有
明
海
の
ノ
リ
不
作
の
原

因
究
明
と
対
策
を
話
し
合
う
「
第
三
者
委

員
会
」
(
正
式
名
称
、
農
林
水
産
省
有
明

海
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員

会
)
が
東
京
都
内
で
聞
か
れ
た
。
委
員
は
、

二

人
の
学
識
経
験
者
と
、
四
人
の
有
明

海
沿
岸
の
漁
業
代
表
者
の
一
五
人
(
下
の

名
簿
参
照
) 
0

し

み
ず
主
一」と

午
後

一
時
、
ま
ず
清
水

誠
東
京
大
学

名
誉
教
授
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
後
、

ノ
リ
不
作
の
実
態
や
原
因
究
明
の
手
が
か

り
に
な
る
デ 
1
タ
が
淡
々
と
紹
介
さ
れ
て

い
く
。
二
時
す
ぎ
、
そ
ん
な
気
怠
い
説
明

を
打
ち
破
る
よ
う
に
、
参
考
人
と
し
て
出

席
し
て
い
た
漁
民
の
梅
崎
義
己
氏
(
福
岡

県
久
間
回
漁
協
組
合
長
)
が
熱
っ
ぽ
く
訴

え
た
。

「
タ
イ
ラ
ギ
が
存
亡
の
危
機
に
瀕

、
っ
楽
観
的
な
記
述
が
並
ん
で
い
る
た
め
だ
。

「
潮
受
堤
防
の
設
置
及
び
調
整
池
の
供
用

が
諌
早
湾
内
の
貝
類
に
は
多
少
の
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
の
、
他
の
有
明
海
の
貝
類
に

は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

「他
の
有
明
海
の

ノ
リ
漁
場
に
つ
い
て
は
、
潮
流
速
等
の
環

境
変
化
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
、

ノ
リ
の
生
育
や
生
産
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」 

し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
発
生
で
ノ
リ

が
色
落
ち
も
し
て
い
る
。
有
明
海
の
漁
業

業
推
進
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

の
不
作
・
不
漁
と
干
拓
事
業
の
時
期
は

一

hr

致
し
て
お
り
、
因
果
関
係
は
明
ら
か
だ
。

た
だ
ち
に
工
事
を
中
止
す
べ
き
だ
」

学
識
経
験
者
に
は
、
漁
民
の
訴
え
を
積

極
的
に
支
持
す
る
人
も
い
れ
ば
、
正
反
対

の
意
見
の
人
も
い
た
。
そ
の
中
で
際
立

つ

と

は
あ
よ
し

お

た
の
は
、

戸
原
義
男
九
州
大
学
名
誉
教
授

(
六
八
歳
)
。
水
門
開
放
の
悪
影
響
を
強
調

し
、
干
拓
事
業
継
続
を
声
高
に
訴
え
た
の

だ
。結

局
、
清
水
委
員
長
は
こ
う
し
た
慎
重

派
に
配
癒
す
る
形
で
、

「水
門
開
放
の
意
味

や
影
響
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
判

断
。
谷
津
義
男
農
水
大
臣
も
結
論
先
送
り

と
い
う
委
員
会
の
志
向
を
尊
重
し
た
。

漁
民
に
失
望
と
不
信
感
が
広
が
っ
た
。

谷
津
大
臣
は
、
「
一
人
で
も
(
水
門
開
放

と
)
言
え
ば
、
聞
け
ざ
る
を
得
な
い
」
と

い
う
発
言
を
三
日
で
翻
し
た
か
ら
だ
。

T
S

「
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
の


安
部
教
授
の
よ
う
な
人
」


水
門
開
放
反
対
を
強
く
訴
え
た
戸
原
名

誉
教
授
は
、
一
体
、
ど
ん
な
人
物
な
の
か
。

調
べ
て
み
る
と
、

当
初
か
ら
諌
早
干
拓
事

常
的
じ
ま
む 

か
っ
た
。
手
が
か
り
は
、
鮫
島
宗
明
代
議

含
ま
れ
て
い
る
。
か
な
り
こ
の
ク
ロ
に
近

い
人
が
誰
だ
と
い
う
の
は
大
体
予
想
が
つ

士
(
民
主
党
)
の
国
会
質
問
だ
っ
た
。

「こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
薬
害
エ
イ
ズ

あ

へ

た

け

し

に
お
け
る
安
部 
(英
)
教
授
の
よ
う
な
人
が

実
は
、
こ
の
(
諌
早
干
拓
事
業
の
環
境
)
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
仕
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

き
ま
す
け
れ
ど
も
、

地
元
の
土
木
関
係
者

で
は
有
名
な
水
理
土

木
の
教
授
で
ご
ざ
い

ま
す
」
(
二
月 

一
七
日

の
環
境
委
員
会
)

J

こ
こ
で
登
場
す
る

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(
一
九
八
六
年
と
九

一
年
に
行
な
わ
れ

た
)
こ
そ
、
漁
民
を

だ
ま
し
干
拓
事
業
を

推
し
進
め
た
詐
欺
的

文
書
だ
。
工
事
は
漁

業
に

「多
少
の
影
響
」

を
与
え
る
程
度
と
い
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九
�
 
O
年
、
九

一
年
八
六
六
万
円

九
二
年

O

ぃ
。
ま
た
農
水
省
は
自
前
の
研
究
機
関
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
外
部
へ
の
受
託
研
究
は

特
別
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
ん
な
例
外

的
な
研
究
を
戸
原
氏
は
受
け
て
い
た
の
だ
。

そ
の
一
方
、
干
拓
事
業
が
環
境
に
ど
れ

O O

く
ら
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
予
測
す
る
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
。一

人
二
役
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
野
球
で
い
う

な
ら
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
審
判
を
兼
任
す
る

よ
う
な
も
の
で
、
公
正
公
平
な
判
断
が
下

せ
る
と
は
思
え
な
い
。

さ
ら
に
戸
原
氏
は
、
農
水
省
の
「
諌
早

湾
干
拓
調
整
池
等
水
質
委
員
会
」
の
委
員

長
も
務
め
て
い
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
潮

受
け
堤
防
内
の
調
整
池
の
水
質
が
悪
化
し

た
た
め
設
置
さ
れ
た
が
、
委
員
の
意
見
が

削
除
さ
れ
る
「
議
事
録
改
蹴
」
が
行
な
わ

れ
た
胡
散
臭
い
会
だ

っ
た
。
(二
0
0
0

年
六
月

三

日
付

詔
…日
新
聞
』
�
 

)

要
す
る
に
現
実
離
れ
し
た
ア
セ
ス
の
作

成
に
関
わ
り
、
農
水
省
の
受
託
研
究
も
し

て
い
た
戸
原
氏
が
、
今
回
の
第
三
者
委
員

会
の
委
員
を
務
め
て
い
る
の
だ
。
そ
の
初

会
合
で
水
門
開
放
反
対
、
事
業
継
続
を
訴

え
た
の
は
、
深
く
関
わ

っ
た
干
拓
事
業
を

否
定
し
た
く
な
か

っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
戸
原
氏
は
こ
う
反
論
し
た
。

九
�
 年
、
九

一
年

一
五
�
 万
円

「
受
託
研
究
は
全
国
唯

一
の
干
拓
工
学
の

一
五
�
 万
円

研
究
室
で
あ
っ
た
た
め
で
、
ア
セ
ス
と
は

無
関
係
。
ア
セ
ス
の
検
討
委
員
を
し
た
の

は
確
か
だ
が
、
私
は
下
っ
端
で
仕
切
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
安
部
教
授
と
は
違
う
。

干
拓
事
業
と
漁
業
被
害
の
因
果
関
係
も
不

明
で
、
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

水
質
委
員
会
の
改
鼠
も
委
員
の
意
見
の
ニ

三
月
�
 =
ニ
目
、
二
回
目
の
第
三
者
委
員
会
を
終
え
、
会
喝
を
出

る
戸
原
義
男
氏
。
取
材
を
避
け
、
足
早
に
立
ち
去
ゥ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
諌
早
湾
内
の
貝
類

は
激
減
。
有
明
海
の
漁
業
に
も
悪
影
響
を

与
え
た
の
は
確
実
だ
。
こ
ん
な
現
実
厳
れ

を
し
た
ア
セ
ス
を
ま
と
め
た
学
者
は
「
安

部
教
授
」
に
た
と
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。こ
の
ア
セ
ス
の
内
容
を
検
討
し
た
研
究

者
こ
そ
、
前
述
の
戸
原
名
誉
教
授
な
の
だ
。

戸
原
氏
は
、
佐
賀
大
学
教
授
か
ら
九
州

大
学
農
学
部
教
授
を
経
て
、
九
六
年
に
退

官
後
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
と
な
っ
て
い

る
。
戸
原
氏
が
九
州
大
学
教
授
の
時
に
い

た
研
究
室
は
「
排
水
干
拓
工
学
研
究
室
」

(現
在
は
「
農
学
部
水
環
境
学
研
究
室
」
)

で
、
な
ん
と
二一� 

0
0
0万
円
に
近
い
農
水

省
の
受
託
研
究
を
し
て
い
た
。
詳
細
は
次

の
通
り
だ
。
(合
計
二
九・

一九
万
円
)

一
、
「
諌
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
の
築

堤
に
関
す
る
研
究
」

ユ
ア
ン
ス
が
若
干
違
っ
た
だ
け
の
話
だ
」

農
水
省
と
長
崎
県
の

情
報
出
し
渋
り

薬
害
エ
イ
ズ
事
件
で
は
厚
生
省
(
当
時
)

の
資
料
が
後
に
な
っ
て
出
て
き
た
が
、

諌

早
干
拓
事
業
で
も
農
水
省
や
長
崎
県
が
情

報
の
出
し
渋
り
を
し
て
い
た
。
潮
受
け
堤

防
着
工
か
ら
四
年
後
の
九
三
年
、
諌
早
湾

入
口
に
面
し
た
長
崎
県
小
長
井
町
の

森
文
義
氏
�
 (漁
協
元
組
合
長
、
注
)
は、

「
こ
の
ま
ま
で
は
、

一諌
早
湾
だ
け
で
な
く

有
明
海
全
体
に
漁
業
被
害
が
広
が
る
。
干

拓
工
事
は
す
ぐ
に
中
止
す
べ
き
だ
」
と
訴

え
た
。
湾
内
で
採
れ
て
い
た
高
級
貝
の
タ

イ
ラ
ギ
が
激
減
し
、
そ
の
原
因
究
明
の
た

め
に
で
き
た

「漁
場
調
査
委
員
会
」
の
席

上
で
の
こ
と
だ
。

し
か
し
森
氏
の
警
告
は
無
視
さ
れ
、

干

拓
事
業
は
止
ま
ら
な
か

っ
た
。
九
七
年
四

月
に
潮
受
け
堤
防
の
水
門
が
閉
じ
ら
れ
る

と
、
今
度
は
湾
沿
岸
部
の
ア
サ
リ
養
殖
が

大
打
惣
を
受
け
る
な
ど
、
諌
早
湾
内
の
漁

業
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
い

っ
た
。

そ
し
て
森
氏
の

f
yuは
現
実
の
も
の
と

な
っ
た
。ノ
リ
不
作
な
ど
の
漁
業
被
害
が
有

明
海
全
体
に
広
が

っ
た
の
だ
。
森
氏
は
こ

う
指
摘
す
る
。「
農
水
省
は

『今
か
ら
原
因

究
明
を
す
る
』
と
一一首
っ
て
い
ま
す
が
、
諌
早

湾
の
漁
業
被
害
に
つ
い
て
は
八
年
前
か
ら
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(
注
)
減
収
千
拓
官
ゐ
所
の
立
花
賞
所
長

(
良
水
官
僚
)
が
、

総
後
ま
で
干
拓
事
業
に
反
対
し
た
禽
氏
に

μ
刊

以
工
作
'
を

調
査
を
し
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
未

だ
に
調
査
結
果
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

こ
の
あ
ま
り
に
遅
い
対
応
が
、
諌
早
湾

ひ
い
て
は
有
明
海
を
死
の
海
に
し
た
元
凶

に
違
い
な
い
。
農
水
省
や
長
崎
県
は
、
工

事
に
よ
る
環
境
悪
化
や
漁
業
被
害
を
ひ
た

隠
し
に
し
て
、
干
拓
事
業
を
ゴ
リ
押
し
し

た
可
能
性
さ
え
あ
る
。

一諌
早
湾
か
ら
有
明
海
全
体
に
広
が

っ
た

漁
業
被
害
の
責
任
を
農
水
省
は
ど
う
取
る

の
か
。
第
二
回
の
第
・
�
 
1

者
委
員
会
(
三
月

一三
日
�
 
)
で
は
、
水
門
開
放
の
方
法
や
工
事

中
断
時
期
な
ど
が
焦
点
に
な
っ
た
が
、
干

拓
事
業
を
推
し
進
め
た
農
水
省
と
御
用
学

者
の
責
任
追
及
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
�
 

持
ち
か
け
た
こ
と
が
発
覚
し
て
い
る
。
立
花
所
長
(
当
時
�
 
)


は
泌
氏
を
所
長
室
に
呼
ぴ
、
「ゼ
ネ
コ
ン
一
�
 社
が

(
森
氏


を
)
技
術
創
聞
と
し
て
月
ヒ
�
 万
円
で
受
け
入
れ
た
い
と
  

っ
て
い
る
。
こ
の
場
で
即
答
し
て
欲
し
い
」

と
も
ち
か
け
た


と
い
う
の
だ
(森
氏
は
拒
符
)
�
 
.
一川
て
七
日
の
良
水
袋
民
会


で
民
主
党
の
佐
轟
ぷ
一

郎
代
議
上
が
こ
の
口
収
工
作
に
つ

い


て
質
問
、
谷
津
農
水
大
胆
は

「惇
実
は
篠
�
 で
き
な
い
」
と


答
弁
し
た
。
な
お
-u
h花
氏
は
干
弘
事
業
の
務
札
業
者

「勝
村


山岨
川

に
天
下
り
、
現
住
は
常
務
執
行
役
�
 uu


ロベ� 

O

a O H

J

ジ
の
水
門
の
写
真
嫌
臨
時
/永
尾
俊
彦
他
は
叢
者

l

r ょ
こ
た

は
じ
め

・
一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
ジ
ャ
�
 

'
。
�
 

ナ
リ
ス
�
 

l

九
二
年
、
九
三
年
八
六
六
万
円

一
一、
「
有
明
沿
岸
地
域
調
査

(干
拓
堆
積

関
連
調
査
こ

三
、
「
諌
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
の
築

堤
工
法
に
関
す
る
研
究
」

九

四

年

八

九

七

万

円

普
通
、
理
工
系
大
学
の
研
究
は
、
旧
文

部
省
の
科
研
費
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多

• 3月 1日、 農林水産省前で行なわれた漁民のデモ。
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農
水
省
の
策
略
に

追
い
込
ま
れ
た
農
民

諌
早
湾
沿
岸
に
は
、
排
水
不
良
や
高
潮
対
策
を
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
干
拓
が

完
成
す
れ
ば
、
す
べ
て
解
決
す
る
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
き
た
農
民
が
い
る
。

彼
ら
も
、
干
拓
事
業
に
罰
弄
さ
れ
て
き
た
犠
牲
者
だ
。

永
尾
俊
彦

34 

「パ
カ
ゴ
ロ
ウ
」

|
|
一

九
九
七
年
四
月
、

E

諌
早
湾
が
あ
の

「ギ
ロ
チ
ン
」
で
閉
め
切

ら
れ
た
と
き
、
テ
レ
ビ
番
組
「
ニ
ュ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
久
米
宏
キ
ャ
ス
タ
ー

は
、
一
諌
早
湾
の
シ
ン
ボ
ル
・
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

が
死
滅
き
せ
ら
れ
て
い
く
の
に
潮
止
め
を

喜
ぶ
地
元
の
農
民
を
、
こ
う
呼
ん
だ
。

こ
の
発
言
は
農
家
の
人
々
の
人
格
を
侮

辱
し
て
い
る
点
で
論
外
だ
が
、
あ
の
時
、

世
論
の
猛
反
発
を
浴
び
た
諌
早
湾
干
拓
事

業
に
し
が
み
つ
く
沿
岸
低
地
帯
の
農
民
を

主
に
都
会
人
が
非
難
が
ま
し
い
目
で
見
て

い
た
こ
と
は
確
か
だ
。

長
崎
県
謙
阜
市
小
野
島
の
徳
永
哲
さ

ん
(
七
二
歳
)
に
当
時
、
東
京
の
見
知
ら

ぬ
人
か
ら
突
然
、

「低
い
所
に
住
む
の
が

悪
い
。
上
に
移
れ
」
と
い
う
内
容
の
電
話

が
か
か

っ
て
き
た
。
名
前
が
報
道
さ
れ
た

の
で
電
話
帳
で
調
べ
た
ら
し
い
。
そ
、
つ
い

う
電
話
を
か
け
て
き
た
人
が
三
人
も
い
た
。

徳
永
さ
ん
は
、

「先
祖
の
代
か
ら
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
に
、 

一低
か
所
に
住
む
の

が
悪
か
〕
は
お
か
し
な
話
で
す
も
ん
ね
」

と
憤
っ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
、
数
人
の
農

民
か
ら
同
じ
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

そ
し
て
、
閉
め
切
り
か
ら
四
年
後
の
今

年
に
入

っ
て
、
有
明
海
の
海
苔
の
大
凶
作

は
干
拓
の
せ
い
だ
と
す
る
福
岡
、
佐
賀
、

熊
本
の
漁
民
が
実
力
で
干
拓
工
事
の
現
場

を
封
鎖
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
干
拓

中
止
を
求
め
る
世
論
が
再
び
高
ま
り
、
農

林
水
産
省
は
工
事
の
中
断
を
決
め
た
。

干
拓
地
特
有
の
苦
労
は

干
拓
で
解
決

危
機
感
を
持
っ
た
沿
岸
の
農
民
た
ち
約

六
0
0
0人
は
三
月
一
一

日、

工
事
の
中

断
と
水
門
開
放
に
反
対
す
る
総
決
起
集
会

を
開
い
た
。
水
門
を
開
け
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
こ
ち
ら
も
ま
た
実
力
阻
止
も
辞
さ

な
い
と
の
構
え
だ
が
、
世
論
や
マ
ス
コ
ミ

は
干
拓
の
犠
牲
者
で
あ
る
漁
民
に
同
情
的

で、

干
拓
を
望
む
農
民
に
は
冷
淡
だ
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け

「無
駄
な
公
共
事

業
の
象
徴
」
と
批
判
さ
れ
て
も
、
干
拓
を

ひびができたり曲か'つでも、

放置されてきたi日干拓地の海

岸規街。 右が農地で左力午 属。

も

}
や
差

も
よ
う

切
望
す
る
農
民
の
置
か
れ

て
き
た
状
況
と
は
、
一
体

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
、
っ
か
。

地
元
農
家
の
リ
ー
ダ
ー

で
、
長
崎
県
森
山
町
の

町
会
議
員
で
も
あ
る
西
村

清
貴
さ
ん 
(五

一
歳
)
と、

父
親
の
勇
雄
さ
ん 

(七
七
歳
)

ふに
。西

村
さ
ん

一
家
は
、

て
き
た
諌
早
平
野
の
中
で
も
、
も
っ
と
も

新
し
い
戦
後
の
干
拓
地
で
あ
る
森
山
干
拓

干
拓
で
形
成
さ
れ

宅
を
訪
ね

一一一潮受tt縫防

に
六
三
年
に
入
植
し
た
。 

五 

ヘ
ク
タ

O

一一
a

ー
ル
の
干
拓
地
に
入
植
し
た
の
は
、
主
に

長
崎
県
の
離
島
や
山
間
地
な
ど
か
ら
集
ま

っ
た
四
六
戸
だ
っ
た
。

勇
雄
さ
ん
は
入
植
前
、
明
治
時
代
の
干

日
ん 

ιら
み 

t
う

拓
地
で
あ
る
同
じ
森
山
町
の
本
村
名
に
住

み
、
八
反 

(約
八 
0
ア
ー
ル
)
の
水
田
で

米
を
作

っ
て
い
た
。
だ
が
、

「食
糧
増
産

が
叫
ば
れ
よ

っ
た
し
、
八
反
で
は
メ
シ
は

食
わ
れ
ん
」
と
、

一
戸
あ
た
り
ご 
ヘ
ク
タ

ー
ル
も
の
農
地
が
安
く
手
に
入
る
新 -
干
拓

地
に
入
植
し
た
。

し
か
し
、
入
植
し
て
四

1
五
年
日
ご
ろ

「

町 

〔
λ

町
， 

闘

一鵬 
I

・

0

町妻吾

か
ら
、
ガ
タ
(
干
潟
の
粘
土
質
の
土
)
の

堆
積
で
排
水
不
良
が
始
ま
っ
た
。
せ
っ
か

く
植
え
た
稲
の
根
が
腐
り
、
田
植
え
を
三

回
や
り
臨
し
た
こ
と
も
あ
る
。「
排
水
に

一
番
泣
か
さ
れ
た
で
す
ね
え
」
と
勇
雄
さ


ん
は
、
ふ
り
か
え
る
。


冠
水
し
た
水
を
強
制
的
に
干
拓
地
の
外


に
は
き
出
す
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
管
理
も
、


干
拓
農
民
の
苦
労
の
種
だ

っ
た
。
水
が
引


く
ま
で
一二
 

1
四
昼
夜
、
ポ
ン
プ
に
張
り
つ


か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


ま
た
、
干
拓
で
開
け
た
諌
早
平
野
は
水

源
と
な
る
後
背
地
の
山
林
に
之
し
く
、
民 
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k
色 

う

か

人
々
は
「
潮
花
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
台

4
u

，auw

郷
土
の
将
来
の
発
展
に
鑑
み
、
忍
び
難
き

桝林
勺
い
色
ろ
う

沼

礁

一
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、

干
拓
地
特

E
L
-
-

A内 

週刊� l金協!日 2001.3.23 (356号)35 

森山町の干拓農家� .前面には田んぼが広がる� 

(上)。 この地で農業を営む西村さん綾子� (右� )。

な
に
よ
り
、
潮
受
け
堤
防
で
諌
早
湾
を
閉

め
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
内
側
は
干
満

の
差
が
な
く
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
ガ
タ
の

堆
積
も
な
く
な
り
、
潮
受
け
堤
防
の
内
側

の
調
整
池
は
海
抜
マ
イ
ナ
ス

一
メ
ー
ト
ル

に
水
位
が
保
た
れ
る
か
ら
い
つ
で
も
排
水

が
で
き
、
洪
水
に
高
潮
が
重
な
っ
て
も
調

整
池
に
洪
水
を
貯
め
て
お
け
る
。
ま
た
、

調
整
池
の
水
を
農
業
用
水
に
ホ
便
う
の
で
、

地
下
水
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
地
盤
沈
下
も
防
げ
る
、
と
い
う
の

た
。
と
い
う
の
は
、
海
苔
以
外
の
漁
獲
量

が
落
ち
込
み
、
諌
早
湾
の
漁
業
の
将
来
に

展
望
を
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
自
分
は
漁
民
で

は
な
く
農
民
で
あ

っ
て
、
「
土
地
は
生
産

基
盤
と
し
て
絶
対
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
土
地
の
排
水

不
良
を
改
善
す
る
事
業
は
、

是
非
や
っ
て

も
ら
い
た
い
。
海
に
向
か

っ
て
干
拓
地
が

伸
び
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
そ
の
手
前
の

干
拓
地
は
水
は
け
の
よ
い 

一
等
田 

に

な
る
と
勇
雄
さ
ん
は
言
、っ
。
こ
れ
こ
そ
長

年
、
干
拓
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
干
拓
農

民
の
信
念
だ
。

H

H

が
、
こ
の
諌
早
湾
干
拓
事
業
だ
と
言
、っ
。

海
抜
七
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
潮
受
け
堤

防
が
あ
れ
ば
、
高
潮
と
塩
害
は
防
げ
る
。

白 

山
町
に
知
人
の
多
い
地
理
研
究
家
の

(か
っ
こ
内
は
筆
者 
)

な
る
こ
と
に
意
見
の

一
散
を
み
て
、
昭
和

六
十

一
年
九
月
漁
業
補
償
協
定
に
調
印
し

て
、
諌
早
湾
に
お
け
る
先
祖
よ
り
継
承
さ

れ
た
漁
場
の

一
切
の
権
利
を
放
棄
し
た
」 

を
忍
び
、
県
政
に
協
力
し
て
そ
の
礎
石
と

風
に
よ

っ
て
竜
巻
の
よ
う
に
巻
き
上
げ
ら

れ
た
海
水
が
、
稲
に
か
か
る
。
す
る
と
稲

は
潮
で
真

?
日
に
な
り
、
枯
れ
て
し
ま
う

の
だ
。
お
ま
け
に
高
潮
と
洪
水
の
不
安
も

あ
る
。
清
貴
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
干
拓
地
特

有
の
問
題
を

一
挙
に
解
決
し
て
く
れ
る
の

さ
ら
に
塩
害
の
苦
労
も
あ
る
。
地
元
の

あ
ち
こ
ち
に
陥
没
し
た
穴
が
あ
い
て
い
た
。

業
用
水
を
地
下
水
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

の
で
地
盤
沈
下
も
ひ
ど
い
。
諌
早
市
か
ら

森
山
干
拓
に
向
か
う
国
道
五
七
号
線
は
、

み
は
深
か

っ
た
が
、
遂
に
地
域
の
防
災
と 

• 


が
清
貴
さ
ん
の
説
明
だ
。

し
か
し
、
西
村
さ
ん
た

O

ち
は
最
初
か
ら
干
拓
賛
成

で
は
な
か

っ
た
。
副
業
の

O
O

海
苔
養
殖
が
好
調
だ
っ
た

か
ら
だ
。
米
の
収
入
が
年

間
三
四 

万
円
ほ
ど
の

時
、
海
苔
は
六 

万
円

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
西
村
さ
ん

た
ち
の
森
山
漁
協
も
、

当

初
は
猛
烈
に
反
対
し
た
。

排
水
不
良
の
苦
し
み
よ

り
、
海
苔
養
殖
の
も
た
ら

す
高
収
入
の
魅
力
が
勝
っ

て
い
た
の
だ
と
勇
雄
さ
ん

は
打
ち
明
け
て
く
れ
た
。

た
だ
、
勇
雄
さ
ん
個
人

の
気
持
ち
と
し
て
は
、

一

貫
し
て
干
拓
賛
成
だ

っ

「
反
対
運
動
に
振
り
回
さ
れ
た
」

し
か
し
、
排
水
不
良
や
高
潮
な
ど
の
対

策
な
ら
、
費
用
も
安
い
既
設
の
海
岸
堤
防

の
補
強
や
排
水
門
の
拡
幅
、
排
水
ポ
ン
プ

の
増
設
な
ど
で
対
応
で
き
る
。
事
実
、
佐

賀
県
の
干
拓
地
で
は
そ
う
し
て
い
る
。
ま

た
、
諌
早
で
干
拓
を
望
ん
で
き
た
農
民
た

ち
も
、
減
反
時
代
の
当
時
、
農
地
が
ほ
し

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
貴
重
な
干
潟
を
す

べ
て
消
滅
さ
せ
る
三
五
五 
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
大
規
模
干
拓
を
農
民
た
ち
は
容
認
し

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
森
山
漁
協
の
解

散
記
念
碑
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
(
前
略
)
昭
和
六
十
年
に
な

っ
て
諌
早

湾
防
災
干
拓
事
業
と
し
て
三
度
び
復
活
、

時
の
高
田
知
事
よ
り
再
び 

(漁
業
権
放
棄

の
)
強
い
要
請
を
受
け
る
も
、
漁
業
へ
の

愛
着
の
念
な
お
捨
て
が
た
く
、
漁
民
の
悩

有
の
水
不
足
に
よ
る
共
同
の
水
管
理
や
排

水
不
良
対
策
で
も
共
同
作
業
が
必
要
な
た

め
、
「
異
論
が
出
に
く
い
地
域
構
造
」
が

行
政
に
対
し
て
従
順
な
理
由
の

一
つ
だ
と

い
う
。
そ
し
て
、
「
せ

っ
か
く
お
上
が
大

規
模
干
拓
を
や

っ
て
く
れ
る
と
言
っ

て
い

る
の
に
、

『防
災
対
策
だ
け
や
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
。
農
地
は
い
ら
な
い
』
と
わ
が

ま
ま
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
わ
が
ま
ま
言
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
が
、
「
自
分
は

本
来
、
農
民
だ
」
と
い
う
意
識
と
結
び
つ

い
て
、
行
政
か
ら
地
域
の
防
災
の
た
め
に

協
力
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
と
、

「
海
苔

は
あ
き
ら
め
て
閉
め
切
っ
て
も
ら

っ
た
ほ

、
つ
が
い
い
」
と
い
う
考
え
に
な
っ
た
と
招

さ
ん
は
見
て
い
る
。

解
散
記
念
碑
の
「
忍
び
難
き
を
忍
び
、

県
政
に
協
力
し
て
そ
の
礎
石
と
な
る
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
森
山
の
人
々
の
苦
渋
に

満
ち
た
意
識
が
極
め
て
よ
く
表
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
戦
後
す
ぐ
の
五
二
年
以
来
、

大
規
模
干
拓
の
計
画
が
あ

っ
た
た
め
に
、

「干
拓
で
す
べ
て
よ
く
な
る
か
ら
」
と
既

設
の
海
岸
堤
防
の
補
修
な
ど
は
、
な
お
ざ 

http:2001.3.23


り
に
さ
れ
た
。
長
崎
県
議
会
で
高
田
勇
知

事
(
当
時
)
は
九
六
年
、
こ
う
答
弁
し
た
。

「干
拓
と
い
う
も
の
を
や
る
が
た
め
に
、

周
り
の
海
岸
堤
防
と
い
う
も
の
は
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」

農
民
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
干
拓
に
期
待

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
「
(
干
拓
完
成
ま
で
)
あ
と
何

年
ゃ
け
ん
、
あ
と
何
年
ゃ
け
ん
と
言
い
な

O

が
ら
耐
え
忍
ん
で
き
ま
し
た
」
(
森
山
干

拓
に
住
む
橋
川
澄
男
さ
ん
、
五 

歳
)
0

そ
う
い
う
行
政
の

「怠
慢
」
に
対
し
て

干
拓
農
民
は
、
「
耐
え
忍
ぶ
」
だ
け
で
、
強

硬
に
排
水
不
良
の
改
善
と
か
、
堤
防
の
強

化
な
ど
の
要
望
を
行
政
に
つ
き
つ
け
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
清
貴
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
「
行

政
の
怠
慢
と
言
え
ば
キ
リ
が
な
い
」
か
ら

だ
。
こ
の
干
拓
事
業
の
防
災
効
果
が
不
十

分
な
こ
と
は
清
貴
さ
ん
も
承
知
し
て
い
る
。

九
七
年
七
月
の
大
雨
の
際
に
は
、
排
水
が

ほ
ゐ
み
よ
司
令
が
わ

で
き
ず
、
「
本
明

川
の
水
が
逆
流
し
て
き

た
現
実
が
あ
っ
た
」
し
、
九
九
年
七
月
の

集
中
華
雨
で
は
諌
早
市
内
の
九
割
の
世
帯

に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

ゆ

も
や
く

事
業
を
め
ぐ
っ
て
「
政
官
財
の
癌
着
」
が

あ
る
と
も
感
じ
て
い
る
。

い
と
思
う
け
ん
」
と
、
現
実
が
改
善
さ
れ

た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
行
政
に
対
し
て
は

「あ
り
が
た

い
」
と
思
い
こ
そ
す
れ
、
行
政
が
大
規
模

干
拓
に
闘
執
し
た
た
め
防
災
面
の
改
善
が

半
世
紀
近
く
も
遅
れ
た
被
害
者
だ
と
い
う

意
識
は
な
い
。
清
貴
さ
ん
は

「自
分
を
被

害
者
と
と
ら
え
て
、
展
望
が
あ
る
で
し
ょ

J
2

う
か
」
と
あ
く
ま
で
行
政
に
対
し
て
従
順

だ
。
こ
こ
に
、
日
本
の

「草
の
根
保
守
主

義
」
の
具
体
的
な
姿
を
見
る
思
い
が
す
る
。

逆
に
、
干
拓
見
直
し
運
動
に
対
し
て
は

「
振
り
回
さ
れ
て
き
た
」
と
清
貴
さ
ん
は

迷
惑
が
る
。
「
自
然
保
護
団
体
の
み
な
さ

ん
は
生
活
か
か
っ
と
ら
ん
で
し
ょ
う
」
と

そ
れ
で
も
「
何
事 

瓦
壁
な
も
の
は
な

い
う
言
葉
は
何
人
も
の
農
民
か
ら
聞
い
た
。

「
生
活
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
公

平
に
判
断
で
き
る
」
と
い
う
反
論
は
聞
い

て
も
ら
え
な
か

っ
た
。

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
も

「干
拓
イ
コ
ー
ル

悪
」
と
い
う
図
式
の
報
道
ば
か
り
で
、
七
」

の
事
業
で
救
わ
れ
た
人
も
い
る
ん
だ
と
い

う
わ
れ
わ
れ
の
叫
び
を
わ
か
っ
て
く
れ
な

い
。
わ
か
ろ
う
と
も
し
な
い
」
と
清
貸
さ

森山漁協の解散記念碑。右慣 IJには、ムツゴロウとアゲマキの像力、建つ。

ん
は
憤
慨
す
る
。

ム
ツ
コ
ロ
ウ
と

ア
ゲ
マ
キ
の
彫
刻

森
山
漁
協
の
解
散
記
念
碑

の
脇
に
は
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と

ア
ゲ
マ
キ
(
ナ
タ
マ
メ
ガ
イ

科
の
二
枚
貝
)
の
彫
刻
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
母
な
り
し
海
に
感
謝
し
、

泉
の
如
く
涌
い
た
諌
早
湾
の

魚
介
類
の
鎮
魂
の
願
い
を
こ

め
て
有
志
に
よ
り
建
立
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と
ア
ゲ

マ
キ
を
彫
刻
に
し
て
し
ま
う

と、

重
々
し
す
ぎ
て
実
物
の 

am
い
畠
ょ
う

持
つ
愛
婿
や
卑
近
さ
と
食
い

歳
)
も
こ
う
一
一
日
う
。

「
一
諌
早
湾
の
閉
め
切
り
で

一
番
寂
し
い
思

い
を
し
て
い
る
の
は
、
干
拓
推
進
の
旗
を

振
っ
た
農
民
自
身
で
す
よ
」

清
貴
さ
ん
は
、
も
う

一
方
で
水
門
を
開

け
る
か
否
か
だ
け
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
不
満
だ
。
有
明
海
を
ど
う
す
る
の

か
、
そ
の
中
で
こ
の
干
拓
を
ど
う
位
置
付

け
る
の
か
と
い
う
本
質
的
な
議
論
を
す
る

べ
き
だ
と
も
言
う
。

だ
か
ら
、
昨
年
ま
で
は
諌
早
干
潟
保
護

、ャ
を
し
た
ひ
ろ
み
ん
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違
い
、
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
の
だ
が
、
碑
文
か
ら
は
森
山
の
人
々
が

彫
刻
に
し
な
く
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
そ

の
切
な
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

干
潟
へ
の
愛
着
は
人

一
倍
だ
と
、
干
拓

農
民
は
、
み
な
口
を
そ
ろ
え
る
。
か
つ
て

干
潟
で
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
や
ア
ゲ
マ
キ
を
採

っ
た
経
験
を
語
り
出
す
と
、
干
拓
農
民
た

ち
の
表
情
は
途
端
に
柔
和
に
な
る
。
森
山

町
の
干
拓
二
世
の
親
睦
会
は
、
「
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
会
」
と
い
う
。
だ
か
ら
、

「
『パ
カ
ゴO

ロ
ウ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
傷
口
に
植
を

す
り
こ
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す

よ
」
と
前
出
の
沼
さ
ん
は
言
っ

た
。

干
拓
農
民
の
暮
ら
し
の
変
化
主
百
め
て
、

閉
め
切
り
前
後
の
諌
早
干
潟
を
撮
り
続
け

と
み
な
が
け
ん
じ

て
い
る
写
真
家
の
富
永
世
司
さ
ん
(
六 

運
動
に
尽
ミ
し
た
故
山
下
弘
文
さ
ん
の
提

唱
し
て
い
た
有
明
海
沿
岸
の
関
係
者
が

一

堂
に
会
し
て
話
し
合
、
っ
「
目
阜
会
議
」
に

も
通
じ
る
独
自
の
構
想
を
描
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
有
明
海
漁
民
の
大
多
数
を

占
め
る
海
苔
漁
民
が
実
力
行
使
に
訴
え
る

と
三
月

一一一一
日
、
農
水
省
は
工
事
の
中
断

を
決
め
た
。
漁
民
を
強
力
な
支
持
基
盤
と

す
る
自
民
党
の
古
賀
誠
幹
事
長
ら
政
治
家

も
夏
の
参
院
選
を
意
識
し
て
、
水
門
を
開

放
し
て
海
苔
不
作
の
原
因
調
査
を
す
べ
き

だ
と
言
い
出
し
た
。
干
拓
反
対
の
世
論
が

高
ま
る
中
、
マ
ス
コ
ミ
も
干
拓
を
望
む
農

民
の
主
張
を
形
式
的
に
し
か
伝
え
な
い
。

「
こ
れ
は
数
の
暴
力
で
す
よ
。
『円
卓
会

議
』
に
基
本
的
に
は
異
存
な
い
が
、
今
は

無
理
で
し
ょ
う
。
水
門
を
開
け
る
な
ら
水

門
の
上
に
座
り
込
ん
で
断
食
デ
モ
や
る
ね
」

と
清
貴
さ
ん
は
覚
悟
を
語
っ
た
。

写
盲
蝿
撮
艶
/
筆
者

な
が
お
と
し
ひ
こ
・

一
九
五
七
年
生
ま
れ
白
ル
ポ
ラ
イ
タ

泌
を
ゆ
く
」
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